
学校番号 3008 

令和３年度 理科 

 

教科 理科 科目 
物理 単位

数 
3単位 年次 3年次 

使用教科書 「高等学校物理」（第一学習社） 

副教材等 「セミナー物理基礎＋物理」 （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では問題演習だけではなく、自らの考えを周りの人に伝えることや、議論することを求め

ます。問題を解けるだけではなく、理解し周りの人に表現できる力を育みましょう。 

・授業はワークシートを用いて行います。 

基本的な概念や原理・法則を理解した後、問題演習を行います。ただ答えを求めるのではなく、

考え方、物理的な事物・現象のイメージをつかみましょう。 

・各考査前に、副教材の問題をノートに行い、答え合わせをして提出してもらいます。時間をか

けて取り組んでください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・物理的な事物・現象に対して，興味・関心を高め，知的好奇心をもって問題を見出し，主体的に解

決しようとする意欲を高める。 

・物理的な事物・現象に関する基礎的な知識及び基本的な概念や原理・法則を深く，系統的に理解さ

せる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

物理学的な事物・現

象に関心や探究心を

もち、主体的に探究

しようとするととも

に、科学的態度を身

に付けている。 

物理学的な事物・現

象の中に問題を見い

だし、探究する過程

を通して、事象を科

学的に考察し、導き

出した考えを的確に

表現している。 

物理学的な事物・現

象に関する観察、実

験などを行い、基本

操作を習得するとと

もに、それらの過程

や結果を的確に記

録、整理し、自然の事

物・現象を科学的に

探究する技能を身に

付けている。 

自然の事物・現象に

ついて、基本的な概

念や原理・法則を理

解を深め、知識を身

に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

レポート 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

レポート 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

レポート 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ワークシートの記

述 

レポート 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

1 

学

期 

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

平面運動  ○ ○ ○ a:「物理基礎」で学習した自

由落下や鉛直投げ上げの内

容と関連させながら意欲的

に理解しようとする。 

b: 物体の運動を表す変位

や速度，加速度などの物理

量について，ベクトルを用

いて考えることができる。 

c: 相対速度の観察を通し

て，同じ運動でも観測者の

状態によって異なって見え

ることを確認することがで

きる。 

d: 物体の運動に関し，変位

や速度，加速度などについ

ての基本的な公式を理解し

ている。 

学習状況

の観察 

ワークシ

ートの記

述 

レポート 

定期考査

の結果 

放物運動 ○   ○ 

剛体にはたらく力  ○   

運動量と力積 ○   ○ a: 運動量の意味について，

身近な例をもとに理解しよ

うとする。 

b: 等速円運動との比較か

ら，単振動の変位や速度な

どの式を考えることができ

る。 

c: スーパーボールなどを

用いて，はね上がった高さ

を測定することで，床との

間の反発係数を調べること

ができる。 

d: 運動量保存の法則と反

発係数の式を用いて，さま

ざまな衝突における速度や

運動量などを計算で求めて

いる。 

学習状況

の観察 

ワークシ

ートの記

述 

レポート 

定期考査

の結果 

反発係数   ○ ○ 

円運動  ○   

単振動  ○   



2 

学

期 

運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

気体の法則 ○   ○ a:気体の状態変化と内部エ

ネルギーについて関心を持

ち、分子レベルで理解しよ

うとする。 

b: 気体の状態変化につい

て、熱力学第一法則を用い

て考えることができる。 

c: 断熱圧縮発火器を利用

し,断熱圧縮でのエネルギー

のやりとりを分析すること

ができる。 

d: ボイル・シャルルの法則

を用いて、気体の状態方程

式を導出することができ

る。 

学習状況

の観察 

ワークシ

ートの記

述 

レポート 

定期考査

の結果 

気体の分子運動 ○   ○ 

気体の内部エネルギーと仕事 

 

○ ○ ○  

電
気
と
電
磁 

電位 ○    a:電気的な力や空間の性質

について、電界と電位とい

う概念で捉え理解しようと

する。また、電子の運動とい

うミクロな視点からオーム

の法則を理解しようとす

る。 

b: コンデンサーの原理か

ら、たくわえられる電気量

と，極板の面積，極板間の距

離との関係を考えることが

できる。 

c: 豆電球を用いて，非直線

抵抗を含む回路での電流，

電圧の関係を調べることが

できる。 

d: キルヒホッフの第 1，2

法則を適用し、さまざまな

条件において電荷や電圧を

計算で求めることができ

る。 

学習状況

の観察 

ワークシ

ートの記

述 

レポート 

定期考査

の結果 

電流と抵抗 ○  ○ ○ 

コンデンサー  ○   

直流回路    ○ 



3 

学

期 

 

波
動 

波の伝わり方  ○   a:音や光が波であることから、

どのような性質があるか理解

しようとする。 

b: 正弦波の波形と波の式

を結び付けて考えることが

できる。 

c: 小型の防犯ブザーをキ

ャッチボールして，音の高

さが変化することを確認す

る。 

d: ヤングの実験や回折格

子による光の干渉など，さ

まざまな光の干渉条件につ

いて式を適用することがで

きる。 

学習状況

の観察 

ワークシ

ートの記

述 

レポート 

定期考査

の結果 

音波 ○  ○  

光波 ○   ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

C：観察実験の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


